
愛
知
・朝
日
西
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
七
月
を

一
九
八
五
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
注遅
藤
才
文

。
金
原
　
宏

・
佐
藤
公
保

・
小
沢

一
弘

。
丹
羽

博

・
服
部
哲
也

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
城
郭

。
都
市
跡

６
　
泣退
跡
の
年
代
　
鎌
倉
を
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

朝
日
西
遺
跡
は
、
五
条
川
東
岸
の
自
然
堤
防
上
に
展
開
す
る
中
世
を
近
世
の

複
合
遺
跡
で
あ
り
、
中
世
末
の

清
洲
城
下
町
の
な
か
で
は
、
内

堀
と
外
堀
の
間
に
位
置
す
る
。

発
掘
調
査
は
、
名
古
屋
環
状

二
号
線
建
設
に
伴
い
、
昭
和
五

六
年
以
降
進
め
ら
れ
今
年
度
で

終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

五
九
年
度
調
査
区
は
、
清
洲

城
下
町
の
う
ち
町
人
地
区
に
比

定
さ
れ
る
地
区

（Ｅ
ｌ
Ｇ
区
）
と
寺
社
地
が
推
定
さ
れ
る
地
区

（
Ａ
？
Ｄ
区
）
に

大
別
で
き
る
が
、　
木
衡
類
の
出
土
し
た

Ｓ
Ｄ

一
三

（
Ａ
・
Ｂ
区
）、　
Ｓ
Ｄ

一
一

（
Ｄ
区
）
は
、
」
も
に
寺
社
地
区
に
あ
た
る
。

Ｓ
Ｄ

一
三
は
、
南
北
方
向
か
ら
ほ
ば
直
角
に
東

へ
折
れ
曲
が
る
溝
で
あ
り
、

幅
五
ｍ
ｉ
六
ｍ
、
深
さ
三
Ｏ
ｃｍ
ｉ

一
二
Ｏ
ｃｍ
を
測
る
。
溝
中
か
ら
は
、
多
数
の

上
器
類
の
他
、
漆
塗
り
椀
、
下
駄
、
石
製
五
輪
塔

。
宝
徳
印
塔
の
各
部
分
な
ど

を
発
見
し
た
。
五
輪
卒
塔
婆
（⑪
ど
⑤
）
は
、
溝
が
方
向
を
変
え
る
地
点
の
下
層

粘
土
中
か
ら
、　
一
九
本
が
重
な
り
合
う
状
態
で
出
土
し
た
。
ま
た
、
卒
塔
婆
以

外
の
文
字
資
料
と
し
て
、

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
墨
書
さ
れ
た
木
筒
、

「文
禄

二
年
」
盆

五
九
三
年
）
の
年
号
が
記
さ
れ
た
施
釉
陶
器

（黄
瀬
戸
）
椀
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ

一
一
は
、
南
北
方
向
に
走
る
溝
で
あ
り
、
幅
約
七
ｍ
、
深
さ
約
九
〇
ｃｍ

を
測
る
。
下
層
粘
質
土
中
か
ら
は
土
師
器
を
中
心
と
し
た
土
器
類
の
他
、
多
種

多
様
の
木
製
品

（箸

・
折
敷
　
杓
子
・
曲
物
類
・
漆
塗
り
椀
等
々
）、　
さ
ら
に
は
人

骨

（頭
骨
で
四
体
分
）、　
多
量
の
獣
骨
類
が
出
上
し
た
。
木
衝
類
は
こ
れ
ら
遺
物

群
に
滉
在
す
る
状
況
で
発
見
さ
れ
、
位
牌
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（⑥
ユ
⑩
）
の
他
、

柿
経
の
断
簡
、
文
書
木
衝
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
木
簡
類
の
出
上
し
た

一
一
つ
の
溝
の
年
代
は
、
卒
塔
婆

（慶
長
三
・
四

年
、　
一
五
九
八
・
九
年
）、
墨
書
土
器

（文
禄
二
年
、　
一
五
九
三
年
）
の
紀
年
銘
資
料

か
ら
、
或
い
は
共
伴
遺
物
の
年
代
観
に
よ
っ
て
、
清
洲
城
下
町
が
最
も
繁
栄
し

た

一
六
世
紀
末
を

一
七
世
紀
初
頭
に
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

(名古屋北部)



1984年 出上の木簡

Ｓ
Ｄ
一
三

ω
　
　
「

臓檸
医
仏
法
一僧
　
廟
脚
嚇
い
方
・一
心
者
為
紳
雄
脚
榊

日
齢
干

⇔『∞
×
∞り
×
μ・ω　　Ｏ⇔μ

②
　
　
「

Ｒ
く
く
く
Ａ
こ
若
人
欲
了
知
三
世
一
切
仏

央
為
道
西
＝

三
界
唯
心
造
應
観
法
界
性

日

回

〔禅
定
門

ヵ
〕

＝
□
□
□
七
□
□

慶
長
三
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『〕∪
×
協
ｘ
伽
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μ

④
　
。
「（梵

字
ヵ
）

名
□

「

⑥
　
　
五
蘊
本
来
空

Ｓ
Ｄ

一
一

地

水

火

風

空
　
卑
得
申
呻
蜘
病
【±
９
有

　
難

月 円
〔脚

岬
罵
齢
撃

⇔
『
∞
×

∞
伽
Ｘ

μ
・
∞

　

Ｏ
ω
牌

（梵
字

ヵ
）
　

　

　

　

〔美

花

香
己

　

七
□

水
菊
在
月
手
□
□
□
□
衣
羅
と

□
□
□
□

ω
ぞ
０

は
一
九
点
出
上
し
た
五
輪
卒
塔
婆

（墨
書
が
確
認
で
き
た
も
の
は
一
四

点
）
の
う
ち
の
五
点
で
あ
り
、
追
菩
供
養
の
為
の
七
本
塔
婆
と
考
え
ら
れ
る
。

①
は
禅
書
に
引
用
さ
れ
る
漢
詩
で
、
宗
派
が
禅
宗
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

①
ｉ
⑩
は
位
牌
で
あ
ろ
う
が
、
同
様
な
例
と
し
て
他
に
六
点
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
卒
塔
婆
、
位
牌
を
他
例
と
、
或
は
近
世
以
降
の
確
立
さ
れ
た
書
式
と

比
較
す
れ
ば
、
そ
の
形
式
、
書
式
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
が
多
々
見
う
け
ら
れ
、
当

地
に
お
け
る
近
世
直
前
の
仏
教
文
化
を
窺
う
上
で
貴
重
な
資
料
と
考
え
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調

査
部
加
藤
優
氏
の
全
面
的
な
御
指
導
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（服
部
哲
也
）
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「阪
寂
　
跡
禁
久
々
又
位
」

名
物
故
宗
見
禅
定
開
」

名
梅
月
浄
白
　
　
　
」

「
三
界
萬
霊
有
縁
無
縁
」

「物
故
者
八
郎
殿
十
月
十
五
日
」

「蒻
燃
鞘
久
々
八
月
念
三
日
」
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